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編 集 後 記

　大変遅れましたが松本歯学第8巻第1号をお届けいたします。定期刊行物ですから予定

の発行日にきちんと出したいと思ってはいるのです。ところが原稿の締切日よりだいぶ後

に投稿される方が最近多くなって来ているのが実情なのです。それらを次号まわしにして

しまうのは，本号の原稿不足，年2回の発行（間隔が長い），学内の雑誌という3点をあわ

せ考えると，それもできません。あれやこれやで発行が遅れてしまった次第です。以上の

点をご理解戴き，次号からは締切日を守って下さるようお願い致します。第8巻第2号の

締切日は10月末日です。

　すでに見本を配布しましたように，このたび松本歯学専用の原稿用紙を試みとして作っ

てみました。本文用は1行22字で22行（448字）から成り，4枚で1頁に組み上ります。参

考文献用は1行24字で26行あり624字ですが，字が小さい（11Q）のでこれも4枚で1頁に

なります。4枚で1頁ということにこだわったため，やや縦長になったようで，これでは

コピーをとる時など，費用が割高になりそうです。本式のものを量産する場合には，行数

を減らしてB5版に納まるよう改善したいと考えております。例えば本文用の場合，1行

22字で18行だと5枚で約1頁になります。なお試験的原稿用紙は編集部にまだ若干ありま

すので，次号に投稿される方は遠慮なく申し出て下さい。さらに実際に使用してみて不都

合な点がありましたら指摘して戴きたいと存じます。

　既刊の松本歯学をご覧になれぽおわかりと思いますが，その論文を以前に学会で発表し

ている際には，第1頁の脚注にそのことを明記するようにしております。それが原稿に記

されていない場合でも松本歯科大学学会に既発表の場合には編集部でもわかりますから，

それを補充するようにしております。こういうこともけっこう時間がかかりますし，他の

学会の場合には全くわかりませんので，ぜひ原稿の第1頁下に明記されるようお願い致し

ます。なお，このことは投稿規程に入れておいた方がいいのかもしれません。
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